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ネガティブエミッション技術(NETs)概要

◼ ネガティブエミッション技術(NETs)とは，大気中のCO2を回収・吸収し，貯留・固定化することで大気中
のCO2除去 (CDR, Carbon Dioxide Removal)に資する技術

◼ 自然のCO2吸収・固定化の過程に、人為的な工程を加えることで加速させる技術やプロセス(狭義)
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植林・再生林 植林は新規エリアの森林化、再生林は自然や人の活動によって減少した森林への植林

土壌炭素貯留 バイオマスを土壌に貯蔵・管理する技術（自然分解によるCO2発生を防ぐ）

バイオ炭 バイオマスを炭化し炭素を固定する技術

BECCS バイオマスの燃焼により発生したCO2を回収・貯留する技術

DACCS 大気中のCO2を直接回収し貯留する技術

風化促進 玄武岩などの岩石を粉砕・散布し、風化を人工的に促進する技術。風化の過程(炭酸塩化)でCO2を吸収

海洋肥沃化
海洋への養分散布や優良生物品種等を利用することにより生物学的生産を促してCO2吸収・固定化を人工的に
加速する技術。大気中からのCO2の吸収量の増加を見込む。

海洋アルカリ度の向上 海水にアルカリ性の物質を添加し、海洋の自然な炭素吸収を促進する炭素除去の方法

沿岸生態系の
ブルーカーボン管理(*)

マングローブ・塩性湿地・海草などの沿岸のブルーカーボン維持・再生によるCDR。大型海藻類(例えば、昆布)など
沿岸における他の炭素隔離の可能性を議論中。

その他の海洋CDRアプ
ローチ

研究事例が少ないが、「人工湧昇」「作物残渣または丸太など陸上バイオマス投棄」「大型海藻養殖などの海洋バ
イオマスCDRオプション」「海水からの直接CO2抽出（貯蔵あり）」などの手法がある

森林吸収

土壌炭素貯留

バイオ炭

BECCS

海洋生物

海洋肥沃化

その他の海洋CDR
アプローチ

海洋アルカリ度の向上

海洋吸収

DACCS

風化促進

自然風化

工学的プロセス

自然プロセスの
人為的加速

自然プロセス

植林・再生林

海洋CDR(Ocean based CDR)

ブルーカーボン管理

出所：各種情報（巻末参照）を元にNEDO技術戦略研究センターにて作成

NETs

(*)以降、「ブルーカーボン管理」と記す
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IPCCにおけるネガティブエミッション技術の整理

◼ NETsのほとんどが$200/t-CO2以下の除去コストが期待されるが、海洋関連、風化促進、DACCS、バ
イオ炭など、効果検証も含め開発途上の技術も多い

◼ 自然界にCO2を貯留するNETsは、低濃度のCO2を低コストで固定できる能力やコベネフィットを持つ点が
特徴だが、環境影響・利点について科学的な評価が重要（アカウンティング）

◼ 工学プロセスを活用するDACCS/BECCSは、CO2除去効果が明確だが、コストダウンが必要
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出所：IPCC Sixth Assessment Report  「Climate Change 2022 Mitigation of Climate Change」

出所：IPCC Sixth Assessment Report 「Climate Change 2022 Mitigation of Climate Change」

CDR項目
Status
（TRL）

コベネフィット

バイオ炭 6-7
作物収量の増加、土壌からのCO2以外の
GHG排出量の削減、干ばつへの回復力

風化促進 3-4
植物の生育促進、浸食の減少、土壌炭
素の増加、pHの低下、土壌の保水性。

沿岸生態系の
ブルーカーボン

管理
2-3

多くの非気候的な利益を提供し、生態系
に基づく適応、沿岸保護、生物多様性の
増加、海洋酸性化の減少に貢献する。ま
た、人間の栄養や陸上農業の肥料、メタ
ン生成抑制飼料添加物、工業用や材料
用の原料を生産する可能性がある。

泥炭地と塩性
湿地保全

8-9

雇用と地域生活の向上、漁業の生産性
向上、生物多様性の向上、土壌の炭素と
栄養循環の改善
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風化促進（概要）
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Pros

・必要面積が比較的少ない
・永久貯留
・日本での実施
・自然現象の加速
・土壌改良などのCO2除去以外の便益の可
能性

Cons

・CO2除去コスト(輸送・粉砕・散布)
・CO2除去効果の検証が不十分
・環境影響評価（土壌、微生物、河川）
が不十分

・ステークホルダーの合意形成

TRL
GtCO2
/年

$
/tCO2

m2

/tCO2

固定
期間

効果
検証

日本で
の実施

4 2.0 125 29 〇 未 〇

CO2除去ポテンシャル・コストのデータ 平均, 中央値

●玄武岩などケイ酸塩を含む岩石を粉砕・散布し、千年～万年ス
ケールの自然の風化（炭酸塩化）を人工的に促進する技術

●採掘・粉砕や散布などの技術要素は既存技術が利用できる可能
性があり、早期の実現が期待される

●玄武岩等の鉱物資源、実施場所としての耕作地・森林・海岸など、
日本国内で要件が揃う

●近年、海外での研究開発、実証試験が活発。

●日本は、必要な地質、地球化学情報、かつ関連する技術分野の
専門家は豊富。ムーンショットプロジェクトで研究開発が開始

●CO2除去効果、環境影響(リスク評価)、モニタリング、シミュレーショ
ンなど、未検証、未確立

0 50 100 150 200
CO2除去コスト(2050), $/tCO2

0 5 10 15 20
CO2除去ポテンシャル(2050), GtCO2/yr

上場台地

富士山麓

幌満地域

風化促進とは

出所：TSC調査分析レポート「ネガティブエミッション技術への期待と
「風化促進」の技術課題」 （2022年12月26日）

日本の
超苦鉄質岩、
苦鉄質岩の分布

露出面積

出所：各種情報（巻末参照）を元にNEDO技術戦略研究センターにて作成

https://www.nedo.go.jp/library/ZZNA_100078.html
https://www.nedo.go.jp/library/ZZNA_100078.html
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風化促進（技術開発動向）

44

（2023年4月時点）

◼ 風化促進に関連する論文数は、欧州・米国・カナダ・中国を中心に、近年大幅に増加している。一方、
日本の論文数は極めて少ない。

◼ 海外では、CO2除去ポテンシャルの検討や実サイトでの実証試験が先行して開始されている。
◼ 日本でもムーンショットプロジェクトで研究開発が開始。

フェー
ズ

開始年
プロジェクト
実施主体

概要

調査 2018
USGS

（米国）

米国内のCO2排出源・量・サイトおよび苦鉄質または超苦鉄
質の岩石および鉱山尾鉱の分布を地質学的に整理し、地中
貯留および風化促進のCO2除去ポテンシャルを検討。

実証 2019
Project vesta
@Carbon180

（米国）

カンラン岩でできた炭素除去砂を海洋沿岸に散布して、CO2

を可溶性相としての除去ポテンシャルを検討、実証を目指す。
併せて海洋酸性化へ直接対処することも検討。

調査 2019
PALEOCARBON
（アイルランド）

玄武岩の風化について、植物や水、炭酸塩化等による複合
的なメカニズムを、数百万年前の高CO2期間中の地層の実
態から研究。

調査 2020
D.J. Beerlingら報告

（英国）

2050年想定で世界における風化促進のCO2除去ポテンシャ
ル（0.5～2 Gt-CO2/年）およびコスト（$55～$190 /t-
CO2）を試算 （Nature）。

実証 2021
The Future Forest 

Company
（英国）

風化促進が商業的に可能であることの実証。CO2除去量を
推定する独自のモデルを開発、その検証の方法論を構築。玄
武岩散布のリスク、農業と林業への相乗便益。風化率を高め
るための粉砕の影響を検討。

実証 2021

KCAC Mine Carbon 
Mineralization Field 

Test
（米国）

鉱山の尾鉱を活用したCO2除去の検討。安全かつ費用対効
果の高い手法を開発・実証する。コスト目標は100USD/t-
CO2未満。

実証 2022
DETAILS

（スペイン）

鉱山廃棄物によるCO2除去の検討。サイトごとに異なる様々
な岩石を対象に現場での試験に焦点。pH変更、鉱山現場
の熱源とCO2源、微生物の反応を利用したCO2除去の促進
を検討。

風化促進に関するプロジェクトの概要“風化促進”で検索した論文数

Web of ScienceTMによる分析
（国は責任著者の研究場所を基に分類）

国別論文数（2011～2022年）

年

数

数

英国

米国

ドイツ

中国

カナダ

日本

0 20 40 60 80 100

2011-2015

2016-2020

2021-2022

出所：各種情報（巻末参照）を元にNEDO技術戦略研究センターにて作成

https://pubs.usgs.gov/sir/2018/5079/sir20185079.pdf
https://www.vesta.earth/
https://cordis.europa.eu/project/id/840799
https://www.nature.com/articles/s41586-020-2448-9
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/1075312/the-global-future-forest-report.pdf
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/1075312/the-global-future-forest-report.pdf
https://netl.doe.gov/project-information?p=FWP-FEW0278
https://netl.doe.gov/project-information?p=FWP-FEW0278
https://netl.doe.gov/project-information?p=FWP-FEW0278
https://cordis.europa.eu/project/id/101018312
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• 農地、森林、鉱山など幅広い散布場での風化
加速策とコベネフィットの創生を検討

• 岩石や散布場の特性に応じた効果的なCO2
固定法の開発

• 炭素会計法の開発と国際コンセンサスの醸成
• コベネフィット最大化を目的とした栽培・土壌管
理法の開発

風化促進（国内での技術開発：ムーンショット事業 目標4）

55

岩石と場の特性を活用した風化促進技術
“A-ERW”の開発

LCA/TEAの評価基盤構築による風化促進
システムの研究開発

• 苦鉄質岩の鉱物組成・形状・採掘サイトなどに関
する国内版データベースを開発

• 土壌散布後のCO2固定量をIRで精密に測定する
技術を開発

• 粉砕エネルギーを低減する粉砕法の開発
• 植物の生育を最大にする散布条件の最適化
• 炭酸塩を利活用するトータルシステムを
LCA/TEAの観点で最適化する評価基盤の開発

出所：ムーンショット目標4 「ムーンショット型研究開発事業 目標4 2022年度成果報告会 ～Cool Earth & Clean Earth～」（2023年1月17-18日）資料を元にNEDO技術戦略研究センター作成

＜炭素(CO2)循環＞
温室効果ガスを回収、資源転換、無害化する技術の開発

(学) 早稲田大学 中垣 隆雄 (国研) 産業技術総合研究所 森本 慎一郎

https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/senryakusuishin/7th/paper2_1_1.pdf
https://www.nedo.go.jp/events/SM_100001_00021.html
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バイオ炭（概要）

66

Pros

・土壌改良（物理性、化学性、生物性）と
ネガティブエミッションの両立
・100年以上の長期貯留効果
・除去効果の検証が容易
・木質資源ポテンシャル 等

Cons

・必要面積・適用対象（※）
※「農地」又は「採草放牧地」における鉱質土壌

・日本でのバイオマスの入手性 等

TRL
GtCO2
/年

$
/tCO2

m2

/tCO2

固定
期間

効果
検証

日本で
の実施

5 2.0 75 580 〇 済 〇

●バイオ炭は、バイオマス原料を熱分解またはガス化させて得られた
炭化物の総称であり、施用したバイオ炭は、長期（100年単位）に
わたって難分解性炭素として土壌に貯留される。

●「2006年IPCC国別温室効果ガスインベントリガイドラインの2019
年改良」（2019年 IPCC総会承認）において、農地・草地土壌へ
のバイオ炭投入に伴う炭素貯留量の算定方法が追加。

●国内では2020年の温室効果ガスインベントリから、土壌炭素プー
ルの算定にバイオ炭の農地施用による炭素貯留量の算定を追加。

CO2除去ポテンシャル・コストのデータ 平均, 中央値

出所：バイオ炭をめぐる事情（農林水産省）2023年3月アクセスを基にNEDOにて加筆、 2019年改良IPCCガイドライン

バイオ炭投入による炭素貯留のイメージ

土壌管理により有機物の分解を抑える
アプローチは土壌炭素貯留に分類

⊿BCMineral ：バイオ炭投入による土壌炭素貯留変化量

BCTOTp：当該年に土壌に投入されたバイオ炭の量

FCp：タイプpのバイオ炭の炭素含有率

Fpermp：タイプpのバイオ炭の100年後の炭素残存率

p ：バイオ炭の種類

炭素固定量の算定方法

0 50 100 150 200
CO2除去コスト(2050), $/tCO2

0 5 10 15 20
CO2除去ポテンシャル(2050), GtCO2/yr

出所：各種情報（巻末参照）を元にNEDO技術戦略研究センターにて作成
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バイオ炭（技術開発動向）

◼ 国内外で圃場試験レベルでのバイオ炭施用による土壌炭素貯留量、作物影響の評価が実施されている。また、バイオ炭を
含む有機態炭素を土壌に施用した際の効用・効果の定量化とメカニズム解明が進められている。

◼ この他、地域のバイオマス原料からの効率的なバイオ炭製造方法、地域ごとのバイオ炭の製造・使用に対するLCA評価及
び経済性評価等が研究課題として挙げられる。

◼ 特にLCA評価においては、バイオ炭のライフサイクルインベントリデータが不足しており、また、サイトごとの長期施用の固定効
果、施用後の流出等による影響、地域ごとのバイオマス資源の利用可能性等の課題がある。

開始年
プロジェクト
実施主体

概要

2019
ワシントン州立大学

（米国）

バイオ炭の家畜ふん尿管理、堆肥原料、土壌改良資材への適用性
及び土壌炭素貯留効果に係る実証試験。家畜用ベッドにバイオ炭を
混ぜ、使用後ベッドをコンポスト化して圃場施用し、施用効果を検証。
（USDA SAREプログラム）

2021
USDA

（米国）

農業生態系における炭素貯留と損失のメカニズム解明。炭素の固定
化に炭素投入方法の違い（表面施用又はすき込み）や化学性、微
生物反応が及ぼす影響等を検証。

2021
EJP SOIL(CarboSeq)

（EU他）

技術的、経済的な制約等を考慮した、実行可能な土壌有機態炭素
貯留ポテンシャルを評価。異なる土壌管理シナリオに対応した土壌炭
素動態モデル（RothC等）改良に向けて、新規のデータベースを構
築し、適用可能な土地のポテンシャル評価を行う。この中で、バイオ炭
を含む有機質資材が土壌炭素ストックに及ぼす影響を検証。

2022
EJP SOIL(TRUESOIL)

（EU他）

気候配慮型の農業における土壌管理について、土壌炭素ストックと
GHG排出のトレードオフと動的関係性について検証。従来実施され
る有機物（堆肥、バイオ炭、植物残渣等）の投入による悪影響
（既に固定されていた炭素等の分解を促す等）を含め、土壌管理が
土壌炭素貯留とGHG排出へ与える影響を評価する。

2020
福井県他
（日本）

炭素貯留、肥効、N2O排出削減に資するバイオ炭混合材料等の開
発、バイオ炭製造および施用の地域循環モデルの構築、バイオ炭およ
びバイオ炭堆肥による土壌炭素貯留効果の総合評価を実施。

2022
NEDO

（日本）
バイオ炭製造の低コスト化、農作物の増収、高品質化に資する微生
物添加バイオ炭の製造を中心に研究開発が開始。（GI基金）

バイオ炭の土壌炭素貯留に関連するプロジェクト実施例関連論文数の推移（参考）

Web of Scienceによる検索結果(2023年4月10日アクセス)
(国は筆頭著者の研究場所を基に分類)

論文数の国別内訳（2012~2022年）

https://projects.sare.org/project-reports/ow19-342/
https://www.ars.usda.gov/research/project/?accnNo=440770
https://ejpsoil.eu/soil-research/carboseq
https://ejpsoil.eu/soil-research/first-external-call-projects-selected/truesoil
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/project/jisseki/2020/index.html
https://green-innovation.nedo.go.jp/
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バイオ炭（国内における研究開発例）

◼ 国内では、利用拡大に向けた研究開発の他、民間企業において用途拡大（バイオ炭のコンクリート混和
材利用等）に係る研究開発が進められている。

8
出所：バイオ炭をめぐる事情（農林水産省）2023年3月アクセス
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海洋CDR (Ocean-based CDR)

9

⚫ 海洋に大気よりも長いタイムスケールでCO2が、追加貯蔵できる可能
性があり、海洋CDRの方法として、海洋肥沃化、海洋アルカリ度の向
上、ブルーカーボン管理、大型海藻養殖などを含む他の海洋CDRアプ
ローチが提案されている。

⚫ 国連環境計画（UNEP）でブルーカーボンシンク（吸収源）とされる
のは、マングローブ、塩性湿地、海草の３つである。

⚫ 現時点で海藻は、ブルーカーボンシンクとされていないが、大型海藻に
よるCO2吸収ポテンシャルは非常に大きいと期待されている。

⚫ 欧米では海洋CDRに関するプロジェクトが進められ、米国、豪州では
生態系保全の観点からもブルーカーボン分野の研究が積極的に行わ
れ、インベントリへの算定や独自の評価手法開発にも着手している。

⚫ IPCC湿地ガイドラインへの海藻のインベントリ化を目指し、ブルーカーボ
ン評価モデルを2020年度農水省事業にて作成。 海藻の知見が多
い日本への期待は大きい。

分 類 細分類

海洋肥沃化
(Ocean fertilisation)

海洋アルカリ度の向上
（Ocean alkalinity enhancement）

ブルーカーボン管理
（Blue carbon management）

その他の海洋CDR
アプローチ

人工湧昇
（Artificial 
Upwelling）

陸上バイオマス（作物
残渣または丸太）投棄
（Terrestrial 
biomass 
dumping）

海洋バイオマスCDRオプ
ション
（Marine biomass 
CDR options）
：大型海藻養殖など

海水からのCO2の抽出
(貯蔵あり)
（Extraction of 
CO2 from seawater 
(with storage)

海洋CDR（二酸化炭素除去技術）の分類

出所：IPCC Sixth Assessment Report 「Climate Change 2022 Mitigation 
of Climate Change」 p1268～p1273
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Pros

• 排他的経済水域の広さ（世界第6
位）/海岸線の長さ

• 土地、水資源の競合がない
• 多くのコベネフィット
• 海藻養殖技術の保有
• 藻場造成技術の保有
• 発展途上国へ展開（技術移転）

Cons

• 気候変動等の環境変化（藻場減少）
• 産業従事者（関連水産業）/関連研

究者の減少
• 藻場造成・大型システム設置のコスト
• 漁業権及び沖合漁場の使用権利
• 評価方法が未確立（CO2吸収能評価、

賦存量、環境影響等）

⚫ 海外ではVerra、The Gold Standard等の民間企業やNGO、
国内ではジャパンブルーエコノミー技術研究組合がブルーカーボン管
理のクレジット化などを介して生態系保全に取り組んでいる。

⚫ 大型海藻養殖に関する技術開発が進行中。対象は沿岸及び沖
合となり、特に欧米では、沖合養殖、モニタリング、LCA評価なども
含んだ多面的なプロジェクトが進められている。

⚫ 大型海藻類の沿岸/沖合養殖では海洋環境やデータ収集・評価
方法などに違いがあり、海域に合わせた海洋観測技術開発が必要。

⚫ 多数のコベネフィットを活用する実証実験（洋上風力発電での海
藻養殖、魚介類との複合養殖等）が行われている。

TRL
GtCO2
/年

$
/tCO2

m2

/tCO2

固定
期間

効果
検証

日本で
の実施

2.5 ＜1.0 ー ０ 〇 済 ○

ブルーカーボン管理

TRL
GtCO2
/年

$
/tCO2

m2

/tCO2

固定
期間

効果
検証

日本で
の実施

－ ＜1.0 131 333 〇 ー ー

大型海藻養殖

出所：DOE MARINER Project review

出所：IPCC Sixth Assessment Report 「Climate Change 
2022 Mitigation of Climate Change」

海藻養殖場への出資（Amazon社）

出所：North Sea Farmers (NSF) 「AMAZON FUNDS THE 
WORLD’S FIRST COMMERCIAL-SCALE SEAWEED FARM 
LOCATED BETWEEN OFFSHORE WIND TURBINES」

出所：EFI（Energy Futures Initiative.）“Uncharted Waters: 
Expanding the Options for Carbon Dioxide Removal in Coastal and 
Ocean Environments." December 2020.

大型海藻養殖

大型海藻養殖で得られたバイオマスを長期貯蔵し、
単位面積当たりのCDR率向上

風力発電所内の空きスペースを利用した海藻養殖
拡大を実施
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ブルーカーボン管理/ 大型海藻養殖 （技術開発動向）

◼ 欧米では、海洋CDRや大型海藻養殖（沖合養殖含む）に関して総合的な研究開発がプロジェクト体制
で進められている。日本では、要素技術の開発は進められているが、欧米のような規模化のための生産技
術や観測技術などの多面的な研究開発への取り組みは現状見られない。

◼ 世界的にも自主的クレジット制度（日本：Jブルークレジット）が整備されてきており、クレジット認証のため
に、科学的にCO2吸収能評価、賦存量管理を把握するための海洋観測技術の開発が進められている。

11

JブルークレジットR申請発行推移

出所：ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 HP資料よりNEDO技術戦略研究センター作成

ブルーカーボンの観測技術と解析ツール

出所：ICEF「Blue Carbon Roadmap-
Carbon Captured by the World's Coastal 
and Ocean Ecosystems」2023年1月

ブルーカーボン生態系の面積

と活動量を正確に把握するた

め、衛星画像、ドローン、水

中ドローン撮影、潜水作業な

ど海洋観測によるモニタリング

が必要

実施機関 プロジェクト名 概要

DOE
（米国）

MARINERプロジェ
クト

エネルギー用途のバイオマスとして大型海藻養
殖をプロジェクト化。大型藻類（コンブ）の種苗
から収穫（沖合養殖開発も含む）、モニタリン
グ、LCA評価まで22のプロジェクトを実施。

DOE
（米国）

SEA CO2プロジェク
ト

海洋CDR手法における測定、検証するためのセ
ンサー技術や海洋炭素輸送・貯蔵モデルの解
明の研究開発を実施

欧州委員会 Ocean NETsコン
ソーシアム

海洋ベースのNETsの研究推進を目的とした
Ocean NETsコンソーシアムを結成。

欧州委員会 EUインテグレート・
プロジェクト

既存の魚介類養殖施設から排出される栄養塩
や有機物を活用した多栄養段階統合養殖
（IMTA）に関するプロジェクト

Amazon社
（米国）

North Sea Farm 
1プロジェクト

オランダ・アムステルダム沿岸の風力発電所内の
空きスペースを利用した海藻養殖拡大を実施。
海藻の養殖方法を試験・改善や海藻の炭素を
吸収能の研究を実施。

NEDO
（日本）

ムーンショット型
研究開発事業

ムーンショット目標4 「2050年までに、地球環
境再生に向けた持続可能な資源循環を実現」
にてブルーカーボン関連研究が1件採択

NEDO
（日本）

グリーンイノベーショ
ン基金事業

食料・農林水産業のCO2等削減・吸収技術の
開発/漁港を利活用した海藻バンクによるブルー
カーボン生態系拡大プロジェクトにおいて海藻育
成用基盤ブロックの開発

ブルーカーボン管理/大型海藻養殖に関するプロジェクト概要

養殖棚の潜水

米国DOE MARINERプロジェクト

出所 https://arpa-
e.energy.gov/mariner-annual-
review-2021

沖合養殖、モニタリング、

LCA評価なども含み、多

面的に進められている
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https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2023/2022070.html

• 立命館大学日本バイオ炭研究センター・バイオ炭コンソーシアムシンポジウム資料
https://www.ritsumeikan-carbon-minus.org/

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/attach/pdf/tuchi_kanren-10.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/lca/18/1/18_36/_pdf/-char/ja
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/2019rf/pdf/4_Volume4/19R_V4_Ch02_Ap4_Biochar.pdf
https://pubs.rsc.org/en/content/articlehtml/2021/ee/d0ee03757e
https://yao.research.yale.edu/research/sustainable-biochar
https://www.sare.org/
https://ejpsoil.eu/soil-research/carboseq
https://ejpsoil.eu/soil-research/first-external-call-projects-selected/truesoil
https://www.ars.usda.gov/research/project/?accnNo=440770
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/project/jisseki/2020/index.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2023/2022070.html
https://www.ritsumeikan-carbon-minus.org/
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• 海洋CDRの分類 （2023年4月13日アクセス）
• IPCC Sixth Assessment Report 「Climate Change 2022 Mitigation of Climate Change」

https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg3/downloads/report/IPCC_AR6_WGIII_FullReport.pdf p1268～p1273
• The blue carbon initiative (2023年4月13日アクセス)

https://www.thebluecarboninitiative.org

• ブルーカーボンによる吸収ポテンシャルの全国推計(2023年4月13日アクセス)
• 浅海生態系における年間二酸化炭素吸収量の全国推計 桑江ら 土木学会論文集B2, Vol.75, No.1, 10-20, 2019.

https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/75/1/75_10/_pdf

• EFI（Energy Futures Initiative.）“Uncharted Waters: Expanding the Options for Carbon Dioxide 
Removal in Coastal and Ocean Environments." December 2020. （2023年4月13日アクセス）
https://energyfuturesinitiative.org/wp-content/uploads/sites/2/2022/03/UnchartedWaters_Report_Dec2020.pdf

• North Sea Farmers (NSF) 「AMAZON FUNDS THE WORLD’S FIRST COMMERCIAL-SCALE SEAWEED 
FARM LOCATED BETWEEN OFFSHORE WIND TURBINES」2023年2月16日 (2023年4月13日アクセス）
https://www.northseafarmers.org/news/20220216-amazon

• DOE MARINER Project review （2023年4月13日アクセス）
https://arpa-e.energy.gov/mariner-annual-review-2021

• ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 （2023年4月13日アクセス）
https://www.blueeconomy.jp/credit/

• ICEF「Blue Carbon Roadmap-Carbon Captured by the World's Coastal and Ocean Ecosystems」
（2023年4月13日アクセス）
https://www.icef.go.jp/pdf/summary/roadmap/icef2022_roadmap_Blue_Carbon.pdf

• SEA CO2 プロジェクト（2023年4月13日アクセス）
https://arpa-e.energy.gov/technologies/programs/sea-co2

• OceanNETs（2023年4月13日アクセス）
https://www.oceannets.eu/

• EU Integrate project（2023年4月13日アクセス）
https://integrate-imta.eu/

• NEDO ムーンショット型研究開発事業（2023年4月13日アクセス）
https://www.nedo.go.jp/content/100952116.pdf

• NEDO グリーンイノベーション基金（2023年4月13日アクセス）
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101602.html

17

https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg3/downloads/report/IPCC_AR6_WGIII_FullReport.pdf
https://www.thebluecarboninitiative.org/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/75/1/75_10/_pdf
https://energyfuturesinitiative.org/wp-content/uploads/sites/2/2022/03/UnchartedWaters_Report_Dec2020.pdf
https://www.northseafarmers.org/news/20220216-amazon
https://arpa-e.energy.gov/mariner-annual-review-2021
https://www.blueeconomy.jp/credit/
https://www.icef.go.jp/pdf/summary/roadmap/icef2022_roadmap_Blue_Carbon.pdf
https://arpa-e.energy.gov/technologies/programs/sea-co2
https://www.oceannets.eu/
https://integrate-imta.eu/
https://www.nedo.go.jp/content/100952116.pdf
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101602.html

	既定のセクション
	スライド 0: ネガティブエミッション技術について （風化促進/バイオ炭/ブルーカーボン）
	スライド 1: ネガティブエミッション技術(NETs)概要
	スライド 2: IPCCにおけるネガティブエミッション技術の整理
	スライド 3: 風化促進（概要）
	スライド 4: 風化促進（技術開発動向）
	スライド 5: 風化促進（国内での技術開発：ムーンショット事業 目標4）
	スライド 6: バイオ炭（概要）
	スライド 7: バイオ炭（技術開発動向）
	スライド 8: バイオ炭（国内における研究開発例）
	スライド 9: 海洋CDR　(Ocean-based CDR)
	スライド 10: ブルーカーボン管理/大型海藻養殖（概要）
	スライド 11: ブルーカーボン管理/ 大型海藻養殖 （技術開発動向）
	スライド 12: 参考資料：p.1~2 NETs概要(1/3)
	スライド 13: 参考資料：p.1~2 NETs概要(2/3)
	スライド 14: 参考資料：p.1~2 NETs概要(3/3)
	スライド 15: 参考資料：p.3~4 風化促進
	スライド 16: 参考資料：p.6~8 バイオ炭
	スライド 17: 参考資料：P.10~12 ブルーカーボン管理/大型海藻養殖


